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2 － 3 『ふるさと平生応援寄附金』のお礼の品（特産品）制度がスタート！

4 第23回世界スカウトジャンボリーが
開催されます

11 町長室の窓
12－ 13 まちの話題
18－ 19 情報伝言板

主な内容
第２回ＨＩＲＡＯ風緑マラソン2015
大星山を舞台とした
10㎞（高低差332m）のコースを98人が快走

５月24日／スタート・ゴール：ハートランド
ひらおスポーツレクリエーション公園
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平
生
町
で
は
、
本
年
度
か
ら
１
万
円
以

上
の
「
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）」
を
い
た
だ
い
た
人
に
、
感

謝
の
気
持
ち
と
本
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
お
礼
の
品
（
特
産
品
）
を
進
呈
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
特
産
品
の
提
案
を
募
集
し
た

結
果
、
６
月
末
時
点
で
左
記
の
と
お
り
４

事
業
者
か
ら
計
８
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。（
今
後
も
下
記
の
と
お
り
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。）

　

町
外
に
在
住
す
る
家
族
、
親
戚
や
知
人

な
ど
に
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
！

　

お
礼
の
品
（
特
産
品
制
度
）、
ふ
る
さ
と

納
税
（
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
）、
な

ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

町
役
場
総
合
政
策
課 

政
策
調
整
班

　

☎ 

０
８
２
０
（
５
６
）
７
１
２
０

　

FAX 

０
８
２
０
（
５
６
）
７
１
２
１

　

seisaku1@
tow
n.hirao.lg.jp

■
平
生
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.tow

n.hirao.lg.jp/

町
外
に
在
住
す
る
家
族
・
親
戚
・
知
人
な
ど
に

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
！

『
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
』
の

お
礼
の
品
（
特
産
品
）
制
度
が
ス
タ
ー
ト
！

お
礼
の
品（
特
産
品
）の

提
案
事
業
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　

本
町
で
は
、
今
後
も
お
礼
の
品
（
特
産
品
）

の
メ
ニ
ュ
ー
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
寄
附
金
の
上
積
み
と
と
も
に
町
内
産
品

の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
な
ど
地
場
産
業
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お

り
特
産
品
の
提
案
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

 

募
集
メ
ニ
ュ
ー

①
３
千
円
相
当
の
品

　
（
１
万
円
の
寄
附
に
対
し
て
）

②
６
千
円
相
当
の
品

　
（
２
万
円
の
寄
附
に
対
し
て
）

③
９
千
円
相
当
の
品

　
（
３
万
円
の
寄
附
に
対
し
て
）

④
１
万
２
千
円
相
当
の
品

　
（
４
万
円
の
寄
附
に
対
し
て
）

⑤
１
万
５
千
円
相
当
の
品

　
（
５
万
円
以
上
の
寄
附
に
対
し
て
）

 

応
募
要
件

①
平
生
町
に
事
業
所
（
工
場
を
含
む
）
が
あ

る
企
業
、
個
人
事
業
者

②
平
生
町
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
商
品
で
、

か
つ
町
内
で
製
造
・
加
工
・
採
取
・
栽
培
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
商
品

を
、
寄
附
者
に
送
付
し
て
い
た
だ
け
る
企

業
、
個
人
事
業
者

❹特産品の発送

❶寄附
❷特産品の選択 ❺実績報告

　特産品代請求

❸住所・氏名
　などの連絡

❻特産品代
　支払い

ふるさと納税の流れ

ふるさと
納税者

平生町

提案
事業者

●
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

自
分
が
応
援
し
た
い
都
道
府
県
や
市
区

町
村
に
寄
附
を
し
た
場
合
に
、
寄
附
し
た

金
額
の
う
ち
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分

が
、
所
得
税
や
個
人
住
民
税
か
ら
軽
減
さ

れ
る
制
度
で
す
。（
※
）

　

本
町
で
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
ふ

る
さ
と
平
生
を
離
れ
て
暮
ら
す
人
や
、
平

生
を
応
援
し
た
い
と
い
う
人
な
ど
か
ら
の

温
か
い
お
気
持
ち
を
、「
ふ
る
さ
と
平
生
応

援
寄
附
金
」
と
し
て
お
受
け
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※ 

軽
減
さ
れ
る
額
の
上
限
「
ふ
る
さ
と
納

税
枠
」
が
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
、

約
２
倍
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は

お
近
く
の
税
務
署
ま
た
は
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
に
は

　

町
役
場
総
合
政
策
課
か
ら
寄
附
申
込
書

を
お
取
り
寄
せ
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
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提
案
事
業
者
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

①
ふ
る
さ
と
特
産
品
を
寄
附
者
に
送
付

②
町
に
対
し
て
、
送
付
実
績
を
報
告
、
特
産

品
代
の
請
求
（
月
末
締
め
）

※
寄
附
者
へ
ふ
る
さ
と
特
産
品
を
お
送
り
い

た
だ
い
た
後
、
町
が
企
業
、
個
人
事
業
者

へ
商
品
代
お
よ
び
送
料
代
等
を
お
支
払
い

し
ま
す
。（
特
産
品
は
、
相
当
額
以
上
の

も
の
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。）

 

提
案
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

①
県
内
外
の
人
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
企
業
名
・

事
業
者
名
、
商
品
名
な
ど
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま

す
。

②
商
品
発
送
時
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
同
封
が
で

き
、
事
業
者
の
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

 

申
込
方
法

　

町
役
場
総
合
政
策
課
に
備
え
付
け
の
提
案

書
様
式
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
様
式
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

問
合
せ
先

　

町
役
場
総
合
政
策
課 

政
策
調
整
班

　

☎
（
５
６
）
７
１
２
０

※
詳
し
く
は
町
役
場
総
合
政
策
課
に
備
え
付

け
の
「
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
に
係
る

特
産
品
提
案
募
集
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

お礼の品
（6月末現在）

室津半島
ブルーベリージュレ

【提供】菓舗よこみち

期間
限定

周防みやま栗（大粒）

通年

【提供】菓舗よこみち

このわた・このこ
セット（各80g）

通年

【提供】菊本水産株式会社

ほしこ
（15～20g ×２枚）

通年

【提供】菊本水産株式会社

田作り用カタクチイワシ
（250g 入×５袋）

通年

【提供】菊本水産株式会社

いりこ
（２kg）

期間
限定

９月～
12月

【提供】菊本水産株式会社

平生産にこだわった
加工食品のセット

通年

【提供】ひらお特産品センター
　　　協同組合

季節のお楽しみ
詰め合わせ

期間
限定
８月～
３月

10月
まで

【提供】
株式会社
農多

 進呈基準
❶１万円以上につき、次のメニュー
から１品選択できます。

❷１万円ごとに１品ずつ選択できま
す。（例３万円の寄附で３品選択）

※２万円以上寄附いただいても、
１品のみの選択も可能です。

※個数に限りがあります。

　ふるさと納税をしていただいた町外在住の人につきましては、
ふるさと納税をいただいた月から１年間、毎月広報紙などを郵送
する「ひらおファンクラブ」サービスをご提供させていただきます。

追加
特典



広報ひらお平成27年７月号 4

「第23回世界スカウトジャンボリー」
が開催されます

「やまぐちジャンボリーフェスタ」
世界スカウトジャンボリーと同時開催

平生町に世界のスカウトが
やってくる！
　世界中からスカウト約３万人が集結する「第23回
世界スカウトジャンボリー」が７月28日、開幕します。
　開催期間中、平生町では次のとおり地域プログラム
が開催されます。また、町内各小中高等学校では世界
のスカウトが学校を訪問し、児童生徒と日本の文化を
体験し、交流を深めます。
　見学をご希望の人は７月22日㈬までに、下記問合
せ先にご連絡ください。（会場スペースの関係で人数
に限りがありますので先着順とします。）
■問合せ先
　町教育委員会社会教育課　☎（５６）６０８３

地域プログラム［日程：７月31日金］

①歓迎セレモニー（12:00～12:20）
・平生しぶき太鼓「しぶきっ子」の演奏
・藤光会による舞踊
【場所】町武道館　【スカウト人数】120人

②阿多田交流館における平和学習（13:10～15:00）
阿多田交流館調査員による展示資料などの説明
【場所】阿多田交流館　【スカウト人数】40人

③お菓子づくり（13:10～15:00）
　食生活推進協議会委員の指導によりフルーツ白玉
団子を作ります。
【場所】町保健センター　【スカウト人数】40人

平生町関連の出演・出展

ステージゾーン（きららドーム内）
　町内から次の団体が出演し、演舞・演奏を披露。
●曽根神舞保存会
 【内容】神楽
 【日時】８月４日火　16:00～16:30
●平生しぶき太鼓「しぶきっ子」
 【内容】和太鼓演奏
 【日時】８月５日水　15:00～15:30

国際交流ゾーン プログラムエリア
　観光ブースを設置し、平生町をＰＲ。
 【内容】平生町観光協会マスコットキャラクター「か
んぷうくん」と平生町の紹介、かんぷうくんグッ
ズの販売 など
 【日時】８月５日水　10:00～17:00　

　世界のスカウトたちとともに楽しむ国際交流イベン
トです。平生町に関連する出演・出展もありますので、
この機会にぜひ参加し、スカウトのみなさんと交流し
てみませんか。
●日程
７月30日木～８月６日木　※８月２日日を除く
10:00～17:00（7/31、8/6は15:00～21:00）
●会場　
山口きらら博記念公園内（山口市阿知須きらら浜）
※「第23回世界スカウトジャンボリー」会場内
●内容　体験コーナー・ステージなど
●その他　山口県民は入場無料
※詳しくは県のウェブページをご覧ください。
やまぐちジャンボリーフェスタ　  検索

■問合せ先
県教育庁世界スカウトジャンボリー開催支援室
☎０８３（９３３）４７７１
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●日赤社資や社協会費などの徴収について
●自主防災組織について
●広報、各種配布物について
●コミュニティ協議会について
●防災対策について
●自治会活動費について
●通学路に雑草が生えて通行に支障をきたしてい
ることについて

●町道沿いの空き家対策について
●ため池の危険箇所について
●災害による道路法面の補修について

　５月 18 日から 22 日にかけて、町内５地区の行
政協力員会議を開催し、参加いただいた多くの行政
協力員の皆様から活発なご意見をいただきました。
　町では、いただいたご意
見を今後の町政に生かすべ
く努めていきます。
　ご意見の主なもの（項目
のみ）は次のとおりです。

行政協力員会議
～地域の声を町政に～

■問合せ先　町役場総務課　☎（５６）７１１１

佐竹副町長 退任
新副町長に 吉賀氏 が就任
　町議会６月定例会において選
任案について同意され、７月１
日付けで吉賀康宏氏が副町長に
就任しました。
　吉賀氏の略歴は、次のとおり
です。

　昭和51年 平生町役場奉職。議会事務局長、
企画課長、総務課長などを歴任し、平成26
年３月31日付退職。

　

６
月
４
日
、
町
役
場
に
お
い
て
、「
平

生
町
に
お
け
る
地
域
見
守
り
活
動
に
関

す
る
協
定
」
調
印
式
が
行
わ
れ
、
地
域

住
民
と
日
常
的
な
関
わ
り
を
持
つ
15
の

事
業
者
と
、
町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
事
業
者
が
日
常
業
務

の
中
で
住
民
に
何
ら
か
の
異
変
を
感
じ

た
際
に
、
町
ま
た
は
社
協
に
連
絡
す
る

こ
と
を
取
り
決
め
た
も
の
で
、
迅
速
な

安
否
確
認
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
事

業
者
の
方
々
が
訪
問
や
配
達
な
ど
の
日

ご
ろ
の
業
務
や
活
動
な
ど
の
中
で
、「
ポ

ス
ト
に
郵
便
物
や
新
聞
が
た
ま
っ
て
い

る
！
」「
電
気
が
点
い
た
ま
ま
、
あ
る

い
は
消
え
た
ま
ま
の
状
況
が
数
日
続

い
て
い
る
！
」

「
異
臭
や
異

音
が
す
る
！
」

「
徘は

い
か
い徊
の
疑
い

が
あ
る
人
を

見
か
け
た
！
」

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
や
気
が
か

り
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
、
町

ま
た
は
社
協
へ
の
連
絡
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
町
で
は
地
域
の
見
守
り
活

動
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

町
役
場
健
康
福
祉
課

　

☎
（
５
６
）
７
１
１
５

地
域
見
守
り
体
制
の
拡
充

地
域
見
守
り
体
制
の
拡
充

町
・
社
協
・
民
間

町
・
社
協
・
民
間
1515
事
業
者
が

事
業
者
が

協
定
を
締
結

協
定
を
締
結

　副町長について
　副町長は、町長を補佐し、職員の担任する事
務を監督する特別職の地方公務員で、任期は４
年です。
　平成18年５月31日に成立した改正地方自治法
の施行に伴い、助役が廃止され、新たに副町長
が置かれることになりました。
　なお、収入役（特別職）についても同じく廃
止され、改正法施行後は会計管理者（一般職）
が町の会計事務の遂行にあたっています。

地域見守り活動協力事業者（順不同）

日本郵便株式会社 平生町内郵便局及び岩国郵便局
中国電力株式会社 柳井営業所
山口県ＬＰガス協会 柳井支部
生活協同組合コープやまぐち
株式会社 丸久
山口県東部ヤクルト販売株式会社
ヤマト運輸株式会社 山口主管支店
朝日新聞 平生専売所
読売センター 熊毛・平生
毎日新聞 熊毛南販売店
中国新聞 平生販売所
株式会社山口銀行 平生支店
東山口信用金庫 平生支店
南すおう農業協同組合
住重環境エンジニアリング株式会社 大阪支店
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医
療
機
関
な
ど
で
診
察
・
治
療

を
受
け
る
と
き
は
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
と
一

緒
に
高
齢
受
給
者
証
も
窓
口
に
必

ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
更
新
に
つ
い
て

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
毎
年
8
月

1
日
に
一
斉
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
日
か
ら
翌
年
の
７
月
31
日

ま
で
を
１
年
と
し
て
、
前
年
の
所

得
の
状
況
に
応
じ
て
一
部
負
担
金

の
割
合
を
判
定
す
る
た
め
で
す
。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
中

旬
ご
ろ
に
お
送
り
し
ま
す
。

●
高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
割
合

所得区分 自己負担
割合

【現役並み所得者】
同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の
70歳以上 75歳未満の国保被保険者がいる人

３割

【一般、低所得Ⅰ・Ⅱ】
現役並み所得者の要件に当てはまらない人 ２割

70
歳
に
な
ら
れ
た
翌
月
か
ら

高
齢
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

●
高
齢
受
給
者
証
と
は

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
70

歳
と
な
っ
た
日
（
誕
生
日
）
の
前

●
有
効
期
間

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
毎
年
７

月
31
日
ま
で

●
新
規
申
請
に
つ
い
て

【
申
請
期
間
】
随
時
（
８
月
１
日
か

ら
の
認
定
証
は
８
月
１
日
以
降
）

【
申
請
場
所
】
町
役
場
町
民
課

【
持
参
物
】
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）、印
章
（
認
印
可
）

●
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

８
月
以
降
も
引
き
続
き
認
定
証

が
必
要
な
人
は
再
度
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
個
別
の
ご
連
絡
は

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
各
自
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】
８
月
１
日
以
降

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
74
歳

以
下
の
人
に
は
、
高
齢
受
給
者
証

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
に
は
、
医
療
機

関
な
ど
で
診
察
・
治
療
を
受
け
た

と
き
に
支
払
う
自
己
負
担
割
合
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
負
担
割
合

は
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
２

割（
注
）ま
た
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
と
な

っ
た
日
（
誕
生
日
）
の
属
す
る
月

の
翌
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
１
日
が
誕
生
日
の
人
に

つ
い
て
は
誕
生
日
の
月
か
ら
対
象

と
な
り
ま
す
。

㊟
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人
は
１
割

●
交
付
に
つ
い
て

　

手
続
き
は
不
要
で
す
。
こ
れ
か

ら
70
歳
に
な
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、

誕
生
月
の
下
旬
（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
誕
生
月
の
前
月
）
に
高
齢

受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」（
以
下 

認
定

証
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
負
担
や
入

院
時
の
食
事
代
・
居
住
費
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

●
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け

る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
町
役

場
町
民
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
「
区
分
Ⅱ
」
の
認

定
証
を
お
持
ち
で
、
過
去
１
年
間

の
入
院
日
数
が
91
日
以
上
の
場

合
、
入
院
時
の
食
事
代
が
さ
ら
に

減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
再

度
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
山
口
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
さ
れ
る
前
の
保
険
で
、

区
分
Ⅱ
（
70
歳
未
満
の
場
合
は
住

民
税
非
課
税
者
等
の
区
分
）
の
認

定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
た
期
間

の
入
院
日
数
も
含
め
る
こ
と
が
で

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」（
以
下 

認
定

証
）
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）

の
自
己
負
担
が
一
定
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人
は
、
入
院
時
の
食
事
代

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者

①
70
歳
未
満
の
人

②
70
歳
以
上
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
人

※
保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
人
は
、交

付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
の
皆
様
へ

　問合せ先
後期高齢者医療制度および国民
健康保険について
町役場町民課保険年金班
☎（５６）７１１３
後期高齢者医療制度について
山口県後期高齢者医療広域連合
☎０８３（９２１）７１１１
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保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
中
の
世
帯
主
と
世
帯

の
被
保
険
者
の
所
得
の
合
計
に
応

じ
て
均
等
割
額（
５
０
４
３
１
円
）

が
次
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
所
得
割
額
を
負
担
す
る
人
の
う

ち
、
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
が

58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
健
康
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や

国
民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
）
の

扶
養
に
入
っ
て
い
た
人
は
、
所
得

割
額
の
負
担
は
な
く
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

き
ま
す
。

【
持
参
物
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
、
病
院
の
領
収
書
な

ど
の
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
書

類
（
現
在
「
区
分
Ⅱ
」
の
認
定
証

を
お
持
ち
で
、
過
去
１
年
間
の
入

院
日
数
が
91
日
以
上
の
人
の
み
）

●
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８

月
以
降
の
認
定
区
分
が
「
区
分
Ⅰ
」

ま
た
は
「
区
分
Ⅱ
」
に
該
当
す
る

人
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以
降
は

そ
ち
ら
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
認
定
証

は
、
８
月
１
日
以
降
に
各
自
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。（
返
却
不
要
）

【「
区
分
Ⅰ
」
と
は
】
世
帯
の
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
、
世
帯
全
員

の
所
得
が
０
円
（
年
金
収
入
は
控

除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）
ま

た
は
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

【「
区
分
Ⅱ
」
と
は
】
世
帯
の
全
員

が
住
民
税
非
課
税
（
区
分
Ⅰ
に
該

当
す
る
人
を
除
く
）

平
成
27
年
度
の
保
険
料

【
均
等
割
額
】
５
０
４
３
１
円

【
所
得
割
率
】
10
・
17
％

※
保
険
料
（
一
人
当
た
り
）
の
上

限
額
は
57
万
円
で
す
。

世帯の所得 軽減
割合

33 万円＋（47万円×被保険者数）以下の世帯 2 割

33 万円＋（26万円×被保険者数）以下の世帯 5 割

33 万円以下の世帯 8.5 割

33 万円以下の世帯のうち、被保険者全員が年金
収入 80万円以下で、その他各種所得がない世帯 9 割

※平成27年度から下線部が変更となりました。

国民年金 保険料の納付に困ったときは
免除申請をご利用ください

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めること
が困難な場合、保険料の納付が免除・猶予となる次の制度
があります。

　保険料免除制度
　基準となる所得に応じて保険料の全額または一部が免
除されます。
【要件】本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定額以下の
場合　※申請する年度または前年度において退職（失業）
の事実があるときは、該当者の所得を除外する退職の特
例を受けることができます。

　若年者納付猶予制度
　免除制度が利用できない 30歳未満の若年層を対象に保
険料の納付が猶予され、後払いができるようになります。
【要件】本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合

「年金情報流出」を口実にした犯罪にご注意ください！
　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者
や、「流出した個人情報を削除してあげる」などと持ちか
けてくる者が現れています。
　日本年金機構が、お客様に対して次のようなことをする
ことは一切ありません。

・電話やメールで連絡する。
・お金やキャッシュカードを要求する。
・ＡＴＭの操作をお願いする。

　ご自分の情報が流出しているのでは？　など、ご心配
の場合は、専用電話窓口または年金事務所にご相談くだ
さい。また、ご自宅や職場などに日本年金機構や機構の
職員などを名乗る電話がかかってきたら、迷わずにお電
話ください。

  日本年金機構 専用電話窓口
０１２０－８１８２１１
受付時間：午前８時 30分～午後９時（平日・土日）
※通話料はかかりません

 申請できる期間
　申請時点の２年１カ月前から翌年６月分まで申請する
ことができます。
※申請が遅れると、万一の際に障害年金などを受け取れ
ない場合がありますので、ご注意ください。

 申請場所
町役場町民課、佐賀出張所、徳山年金事務所

 手続きに必要なもの
印章（認印可）、年金手帳または本人確認のできる書類
※退職の特例を受ける場合は雇用保険受給資格者証など

 問合せ先
徳山年金事務所　 ☎０８３４（３１）２１５２
町役場町民課 保険年金班　 ☎（５６）７１１３
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熱中症にご注意を！
　熱中症の予防法
　熱中症の予防には、「水分補給」と
「暑さを避けること」が大切です！
●こまめな水分・塩分の補給
●体調に合わせた取組み
　保冷剤、冷たいタオルなどによる体の冷却
●熱中症になりにくい室内環境
　扇風機やエアコンを使った温度調整
●外出時の準備
　日傘や帽子、吸湿・速乾の衣服着用
　注意すること
◆暑さの感じ方は人それぞれ
体調の変化に気をつけ、自分に合った予防を心がけま
しょう。

◆高齢者は特に注意！
熱中症患者のおよそ半数は高齢者（65歳以上）です。
のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分補給をし
ましょう。

◆熱中症予防を呼びかけ合おう！
高齢者、障害者や子どもについては、周囲が協力して
注意深く見守るようにしましょう。

◆節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようご
注意ください。

乳幼児用・ひとり親家庭用

福祉医療費受給者証
交付（更新）申請について

　町では、乳幼児とひとり親家庭を対象に、保
険適用医療費の自己負担額を助成しています。
次の要件に該当し、現在受給者証の交付を受け
ていない人は、申請手続きをしてください。
　また、すでに受給者証をお持ちの人は、有効
期間が７月末日で満了となりますので、更新手
続きを行ってください。

　本町では、山口県が実施している一部負担
金の導入は行っていません。（医療機関での保
険適用医療費の支払いはありません。）

 乳幼児用
●対象者
小学校就学前の子ども
●所得制限
父母の平成27年度町民税所得割額（税額控除前）
の合計が136,700円以下
※年少扶養数によって異なります。

 ひとり親家庭用
●対象者
①18歳（高校卒業）までの子どもを養育する父
子・母子家庭の父・母およびその子ども　②父
母のいない18歳（高校卒業）までの子ども
●所得制限
平成27年度町民税所得割額非課税世帯
※年少扶養数によって異なります。

 共通事項
●申請期間
７月27日㈪～７月31日㈮ 
（新規申請は随時受付）
●申請場所
町役場健康福祉課
佐賀出張所（更新申請のみ）
●持参物
印章（認印可）、健康保険証、被扶養者確認票、
旧受給者証（更新の場合）
※平成27年度町民税額を本町で確認できない
場合は、税額を証明する書類

 ■問合せ先
　町役場健康福祉課
　☎（５６）７１１５

　障害者への虐待を
防ぎましょう！　

　「障害者虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養
護者に対する支援等に関する法律）」が平成24年10月
から施行されています。この法律では、誰であっても
障害のある人を虐待してはならないように定められ、
虐待を発見した人には通報が義務づけられています。
　町では、障害者虐待に関する相談、通報、問い合わ
せの窓口として、圏域での障害者虐待防止センターを
設置しています。障害者が虐待を受けている、あるい
はその疑いを見つけたときは、すみやかに次の窓口に
通報（連絡）してください。

　柳井圏域障害者虐待防止センター
　（社会福祉法人 城南学園内）
　【受付】休日・夜間含め常時受付可
　☎・FAX  （５２）２６７８

　町役場健康福祉課　
　【受付】平日 午前８時30分～午後５時15分
　☎ （５６）７１１５　　FAX （５６）７１１６
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麻里府発 馬島着 馬島発 佐合島着 佐合島発 佐賀着
9:00 9:08 9:09 9:20 9:21 9:29

■問合せ先
　熊南総合事務組合　☎（５７）０５３０

●臨時増便運行期間
　７月20日～８月20日の土・日曜日
　および８月13日、14日、15日

佐賀発 佐合島着 佐合島発 馬島着 馬島発 麻里府着
9:30 9:38 9:40 9:51 9:52 10:00

●臨時増便発着時刻

※渡船時刻表は町ホームページでご覧いただけます。

「馬島・佐合島航路」「馬島・佐合島航路」
夏季の夏季の臨時増便臨時増便

お知らせ

海の事故ゼロキャンペーン

うーみん
（海上保安庁のマス
コットキャラクター）

丸山海浜パークに
サメ防護ネットを設置
【設置期間：７月上旬～９月上旬】

　丸山海浜パークにサメ防護ネットを設置しています。
危険ですので、遊泳中はブイ（防護ネット）に近づか
ないよう注意しましょう。
■問合せ先　町役場経済課　☎（５６）７１１７

全国海難防止強調運動
７月16日㊍～31日㊎

重点事項
❶出航前の船の点検
❷見張りの徹底
❸ライフジャケットの常時着用

マリンレジャーを楽しむために
○水上オートバイ・モーターボートなどで航走す
る際は、海水浴場などの人の集まる場所には近
づかないようにしましょう。また、狭い場所で
はスピードを落としましょう。
○ウェークボードなどの遊具の使用は、狭い場所
や船の往来のある場所を避けましょう。
■問合せ先
　徳山海上保安部　☎０８３４（３１）０１１２

突風による
農業用ネットなどの
飛散にご注意を !!

　近年、農業用ネットが突風で吹き飛ばされ、送電線
に接触したと思われる停電事故が発生しました。
　台風シーズンに限らず、農業用ネットやビニールシ
ートなど、風で飛びやすいものは、固定物にしっかり
と結びつけるなどの対
策を十分に実施されま
すようお願いします。
　鉄塔や電線に飛散物
の接触を発見されたと
きには、すぐにお知ら
せください。
■連絡先
　中国電力㈱ 周南電力所　岩国電力センター送電課
　☎０８２７（４１）１５５４

すくすくひらおっ子ブログすくすくひらおっ子ブログ
「 SAY  Hello ! 」「 SAY  Hello ! 」
はじまりました！はじまりました！

　子育て支援情報紙「SAY  Hello !」の紙面版の配布
が４月に終了し、ブログへの移転を告知していました
が、いよいよブログ版がスタートしました！
　まだ、よちよち歩きのブログですが、少しずつ成長
していきますので、ぜひご覧ください。
【アドレス】http://sayhellohirao.lekumo.biz/

 主な掲載内容
【今後の予定】隔週金曜日更新
　乳幼児から小学校低学年くらいまでの、関係行事な
どをお知らせします！
【行ってみよう！　きいてみよう！】毎月１日更新
　子育ての役に立ちそうな情報や、お話を聞いてみた
い人へのインタビューなど、月に１回の特別企画です。
■問合せ先
　町役場健康福祉課 こども班　☎（５６）７１１５
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 昨
年
末
の
こ
と
、
あ
る
団

体
が
若
者
を
対
象
に
仕
事
上

の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
た
こ

と
に
つ
い
て
の
調
査
を
し
、

そ
の
結
果
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

働
い
て
困
っ
た
経
験
が
あ

る
と
答
え
た
人
は
全
体
の

58
％
で
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
と

は
、「
労
働
条
件
が
募
集
時

と
違
っ
た
」「
労
働
時
間
が

守
ら
れ
て
い
な
い
」「
職
場

で
の
嫌
が
ら
せ
」「
残
業
代

の
不
払
い
」
と
続
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
ど
う
対
応
し

た
か
の
設
問
に
、「
何
も
し

な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
が

36
％
と
、
最
も
多
か
っ
た
と

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
「
面
倒
だ
っ
た
」「
改

善
さ
れ
る
と
思
わ
な
い
」「
み

ん
な
も
我
慢
し
て
い
る
と
思

っ
た
」
と
い
う
回
答
が
目
立

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
相

談
を
し
た
人
も
、「
同
僚
」「
家

族
」「
上
司
」
の
順
で
、
労

働
基
準
監
督
署
な
ど
の
公
的

機
関
へ
の
相
談
は
ご
く
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
の
う

ち
、「
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
」

に
は
、
今
、
子
ど
も
の
世
界

で
も
そ
の
撲
滅
に
向
け
て
法

律
ま
で
整
備
し
て
、
努
力
し

て
い
る
「
い
じ
め
」
に
似
た

も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
が
す

べ
て
人
権
侵
害
に
結
び
つ
く

か
ど
う
か
不
明
で
す
が
、「
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
に

よ
る
、い
じ
め
の
定
義
が「
本

人
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て

い
る
」
も
の
を
い
う
こ
と
か

ら
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

人
権
に
関
係
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

数
年
前
に
人
権
に
関
す
る

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
設
問
に
、「
あ

な
た
は
今
ま
で
に
ご
自
分
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
に

対
し
て
本
町
の
人
の
回
答

は
、
22
・
７
％
の
人
が
「
あ

る
」
と
答
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
。人

権
侵
害
は
な
か
な
か
解

消
さ
れ
に
く
い
課
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
必
ず
な
く
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

誰
も
が
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
合
い
、
心
豊
か
に
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
築

き
上
げ
る
た
め
に
、
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）

No.55

 

 

　６月７日、大野地区防災訓練の後に、大野コミュ
ニティ協議会が設立後初の主催事業となる「大野防
災チャレンジ」を実施。約100人が参加し、炊き出
し訓練や災害図上訓練などを体験しました。

 災害図上訓練
　まず、大きな災害の発生を
想定し、地図上に危険が予測
される地帯や事態を書き込み
ます。そして、どのような対
策や連携が必要かを検討し、
参加者の間で災害時に必要な
情報を共有しました。

一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり41

■問合せ先 町役場総務課 まちづくり推進班 ☎（５６）７１１１

大野コミュニティ協議会
「大野防災チャレンジ」を実施

Thema

▲田布施・平生水道企業団に
よる給水訓練も併せて実施。

▲炊飯には、地元の大野産の
米を使用。

 炊き出し訓練
　少量の水でご飯を炊くことのできる包装食袋を用
いての炊飯。また、災害時に各家庭から持ち寄るこ
とを想定し、さまざまな種類のインスタントラーメ
ンを合わせて調理する試みも実施！

広報ひらお平成27年７月号

災害図上訓練を終えての主な意見・感想
・避難場所に行くまでが危ない。
・自己判断に迷う。
・安全な場所がわからない。
・高齢者や障害者等、要援護者の避難対策を考える必
要がある。

・災害用の用具や食料の点検をしておく。
・防災組織としてのリーダーが必要。
・災害のことを日頃から意識するよう心がける。
・冷静になる。
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「
梅
雨
明
け
宣
言
」
が
待
ち
遠

し
い
昨
今
で
す
が
、
皆
さ
ん
お
変

わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
体
調
管

理
を
万
全
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

夏
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

町
は
最
近
、
続
け
て
２
つ
の
重

要
な
〝
協
定
〞
を
締
結
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、
中
国
５
県
の
５
町
（
鳥

取
県
北ほ

く
え
い
ち
ょ
う

栄
町
、
島
根
県
邑お

お
な
ん
ち
ょ
う

南
町
、

岡
山
県
久く

め
な
ん
ち
ょ
う

米
南
町
、
広
島
県
坂さ

か
ち
ょ
う町

と
平
生
町
）の
間
で
交
わ
し
た『
交

流
推
進
及
び
災
害
時
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
』
で
す
。
５
町
の
首

長
が
そ
れ
ぞ
れ
各
県
の
町
村
会
長

を
務
め
て
い
る
縁
で
、
何
度
も
協

議
を
重
ね
る
中
、災
害
時
の
物
的
、

人
的
支
援
を
は
じ
め
、
幅
広
い
連

携
・
交
流
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
合
意
。
過
日
、
全
国
町
村
会
会

長
の
立
会
の
も
と
で
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

本
町
は
こ
れ
ま
で
県
や
他
の
市

町
、
関
係
機
関
や
民
間
事
業
者
な

ど
と
、
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定

を
13
件
締
結
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
県
域
を
越
え
た
広
域
の

協
定
は
珍
し
く
、
全
国
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大

規
模
災
害
時
に
は
、
被
災
地
も
広

範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
近
隣
で
の
相

互
支
援
は
機
能
し
な
い
こ
と
が
多

い
の
が
実
情
で
す
。
そ
の
点
、
こ

の
５
町
は
地
理
的
に
も
海
岸
部
か

ら
内
陸
部
ま
で
、
相
互
に
適
当
な

距
離
で
分
散
し
て
い
る
た
め
、
協

定
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
は
、
お
互
い
の
絆
を
強
め

一
層
の
交
流
、
研
修
を
通
じ
、
地

域
振
興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
『
地
域
見
守
り
活
動

に
関
す
る
協
定
』
で
、
家
庭
を
訪

問
す
る
機
会
の
多
い
15
事
業
者

と
、
先
日
、
協
定
の
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

近
年
、
急
速
な
高
齢
社
会
の
進

展
と
高
齢
世
帯
の
増
加
に
伴
っ
て

ひ
き
こ
も
り
や
、
孤
立
死
、
認
知

症
に
よ
る
徘は

い
か
い徊
…
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
発
生
、
こ
れ
ら
の
対

策
が
各
地
域
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
こ
れ
ま
で
民
生
・

児
童
委
員
さ
ん
や
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
携
で
高
齢
者
の
見
守
り

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
今
回
の
協
定
で
、
高
齢
者
の

異
変
を
発
見
、
察
知
さ
れ
た
と
き

は
、
町
や
社
協
に
迅
速
に
連
絡
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
見
守
り

体
制
が
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
大
変

心
強
く
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
事
業

者
の
方
々
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
〝
災
害
時
の
応
援
協

定
〞
や
〝
見
守
り
協
定
〞
が
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で
、
町
民

の
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
へ
の
一

助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
〝
協
定
〞

No.153

町長室の窓

平成27年７月号 広報ひらお

町民課の
窓口延長サービス

●毎月第２・第４金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本（除籍・原戸籍は除く）
　　　　　　　　　印鑑登録証、印鑑証明書

●農地転用とは？
　農地を農地以外の住宅用地や工場用
地、道路、山林などに用途を変えるこ
とを農地の転用といいます。（田を畑地
として造成する場合は転用になりませ
んが、別に届出が必要です。）
●許可が必要な理由
　農地は、人々の生存に欠かせない食
料の大切な生産基盤です。
　特に、耕作面積が狭いうえに人口が
多い我が国では、食料自給率も低いた
め、優良な農地を大切に守って行く必
要があります。
　そのため、農地の転用には、農地法
で一定の規制が設けられています。
●対象となる農地
　すべての農地が転用許可の対象です。
地目が農地であれば、耕作されていな
くても農地性（農地として活用できる
状態）がある限り、農地として扱われ
ます。
●一時的な転用の場合
　農地を一時的に資材置場、作業員仮
宿舎、砂利採取場などとして利用する
場合も転用となり、許可が必要です。
●農業用施設用地として転用する場合
　自己の農地保全や利用上必要な施設
（耕作用の道路、用排水路など）に転用
する場合、または、２アール未満の農
地を自己用の農業経営施設（農舎、畜
舎など）に転用する場合、許可は不要
ですが、届出が必要になります。
●許可なく転用した場合
　無断で転用した場合、農地法違反と
なり、農地などの権利取得の効力が生
じません。また、工事の中止や原状回
復などを命ずることがあり、これに従
わない場合は、罰則が科せられます。
●転用の手続き
　所定の事項を記載した申請書を作成
し、農地のある市町村の農業委員会へ
提出してください。
■問合せ先
町農業委員会事務局（町役場経済課内）
☎（５６）７１１７

農地の転用には
許可が必要です！
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大野公民館自然体験学習
　５月 24 日、自然体験学習が
行われ、大野地区の子どもたち
がサツマイモの苗の植え付けを
体験しました。また、地域の安
全・安心を願う防犯・交通安全
看板の設置も行いました。

更生保護女性会 結成 25周年
　５月 27 日、町勤労青少年ホ
ームで町更生保護女性会総会が
開催されました。議事とともに
結成 25 周年の記念式典が行わ
れ、今後の更なる活動の推進を
誓い合いました。

食品加工教室
　６月 13 日、曽根公民館で開
催。参加者は、田布施農工高校
で開発中の米麹を使った甘味料
を用いてケーキなどを作り、砂
糖で作ったものと比較。新しい
味を体験することができました。

曽根公民館でいもの植え付け
　５月 30日、曽根公民館で「さ
つまいも植え・戸外遊び」が行
われました。参加した子どもた
ちは、公民館近くの畑で地域の
方々と協力して、サツマイモの
苗を植えました。

観光協会総会に吉田松陰？
　５月 25日、町役場で町観光協会の総会が開催さ
れました。
　総会後の講演会では、講師に迎えた山口観光連
盟の松井専務理事が吉田松陰に扮して登場。紙芝
居の実演なども交え、ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」
の誘致戦略などについての講話が行われました。

子育て中のママたちがリフレッシュ
　５月 26日、中央公民館でにこにこひろば主催の「にこにこマ
マのリフレッシュエクササイズ」が行われ、18人の子育て中の
ママたちが参加しました。
　講師は町保健師で、まずは簡易的な体力チェック。そして、筋
力や柔軟性アップのための簡単なエクササイズなどを行い、参加
者は心身ともにリフレッシュできたようです。

S
ス イ ン グ

wing S
ス タ ー ズ

tars O
オ ー ケ ス ト ラ

rchestra
結成40周年記念コンサート
　５月 30日、町音楽協会に所属するジャズビッグ
バンド「Swing Stars Orchestra」が、サンビー
ムやない（柳井市）で、結成 40周年記念コンサー
トを開催し、スイングジャズを中心とした幅広い
演奏で会場を沸かしました。
　同バンドは、本町を中心とした社会人、主婦、
学生などで編成され、地域に密着した音楽活動を
展開されています。結成 50 周年に向けて、今後
ますますの活躍が期待されます。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

平成27年７月号 広報ひらお

自慢の歌声を披露
　６月 21 日、町武道館で平生
町カラオケ同好会親睦発表会が
行われました。町内のカラオケ
サークル 10団体が一堂に会し、
それぞれ見事な歌声を披露しま
した。

きてみて！トマト収穫体験
　６月 21日、中本農園（大野南）
で「きてみて！ひらおの会」主
催の収穫体験が行われ、町内外
からの参加者が、平生産のもぎ
たて完熟トマトのおいしさを味
わいました。

表 彰

表 彰

行政相談委員感謝状
【受賞者】岩沼 光裕さん
　前行政相談委員の岩沼光裕さんに、総務省山口行政
評価事務所長から感謝状が贈られました。
　岩沼さんは、平成 23年から約４年間、行政相談委員
として総務大臣から委
嘱を受け、町の人権行政
相談をはじめ、小学校で
の出前教室の開催など
さまざまな活動を通し
て、行政相談制度の発
展にご尽力されました。

山口県食生活改善
推進協議会会長表彰
【受賞者】平生町食生活改善推進協議会
　平生町食生活改善推進協議会（代表：山田紀美代〈写
真〉）が、山口県食生活改善推進協議会会長表彰を受賞
されました。
　同協議会は、県内でいち
早く協議会組織を立ち上げ、
他地区における組織結成の
モデルともなる先駆的立場
を担っています。食を中心
とした健康づくり活動を展
開するとともに、町行事な
どにも積極的に協力・参加
し、町民の健康づくりに多
大な貢献をされています。

スポーツ大会結果
平生町バレーボール大会
（６月 14 日／町体育館）

【B ブロック】
 １位 光輝クラブ A
　　　（代表：庄本 誠二）

【C ブロック】
 １位 TEAM ♡ひらお
　　（代表：今村 正次）

大野地区で避難訓練
　６月７日、「2015 年山口県総合防災訓練」が柳
井県民局管内で行われ、本町では大野地区で避難
訓練を行いました。
　想定災害は記録的な大雨による大雨洪水警報（土
砂災害警戒）の発令。防災無線による町からの避
難勧告を合図に、同地区の住民約 250 人が、土砂
災害などを意識しながら、避難を開始しました。
その後、各避難所で町消防団第５分団によるミニ
講習会が行われ、参加者は避難時における注意点
などを学びました。
　また、併せて町役場では災害発生時における災
害対策本部による初動体制確立訓練を実施し、体
制の強化を図りました。

山田
工務店前

大野
公民館

南上下
自治会館
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予
防
接
種
を
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
年
度
に
積
極
的
勧
奨
を
中
止
し
た

期
間
が
あ
る
た
め
、
現
在
、
個
人

に
よ
っ
て
接
種
年
齢
お
よ
び
接
種

間
隔
、
接
種
回
数
が
異
な
っ
て
お

り
、個
別
通
知
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種
歴
を

ご
確
認
の
う
え
、
接
種
時
期
や
方

法
に
つ
い
て
ご
不
明
な
場
合
は
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
に
、現
在
９
歳
以
上
13
歳

未
満
の
お
子
様
で
乳
幼
児

期
に
３
回
目
ま
で
の
接
種
が
終
了

し
て
い
る
場
合
は
、２
期
接
種（
４

回
目
）
の
接
種
時
期
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

No.649

広報ひらお平成27年７月号

☆毎月19日は「食育の日」です。家族や仲間といっしょに食事を楽しみましょう☆

　メキシコ料理のタコスの具をご飯にのせた料理で、沖
縄で誕生しました。混ぜながら食べるので、野菜もペロッ
と食べられます。調味料はお好みで加減してください。

《作り方》
① 米は普通に炊いておく。
② 玉ねぎはみじん切り、レタスはせん切りにする。ミ
ニトマトは４等分に切る。
③ フライパンにサラダ油を熱し、玉ねぎを炒める。し
んなりしたら取り出して合挽き肉を炒め、再び玉ねぎ
を戻す。
④ Ａを加えて混ぜ合わせ、塩、こしょうで味を調える。
⑤ 器にご飯を盛り、レタス、④、ミニトマトを盛り合
わせる。

おすすめメニューおすすめメニュー

平生町食生活改善推進協議会

タコライス

《材　料》　４人分
米　　　　　　　　 ２合
合挽き肉　　　　　400g
玉ねぎ　　　　　　 １個
レタス　　　　　　 ４枚
ミニトマト　　　　 ８個

ケチャップ　  大さじ８
Ａ ウスターソース    大さじ４
カレー粉　　  小さじ２

サラダ油　　　 大さじ１
塩、こしょう　　　   少々

　

お
子
様
の
予
防
接
種
は
お
済
み

で
す
か
。
予
防
接
種
の
う
ち
、
無

料
で
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
定

期
予
防
接
種
」
に
は
期
間
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
期
間
内
に
接
種

す
る
こ
と
で
、
感
染
予
防
の
効
果

が
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。
お
子
様

の
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
主
治

医
と
よ
く
相
談
し
て
計
画
的
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
期
間
に
つ
い
て

特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

予
防
接
種

●
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）

２
期

　

接
種
対
象
期
間
は
、
年
齢
で
は

な
く
、
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

で
、
３
月
31
日
ま
で
に
接
種
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）

　

11
歳
以
上
13
歳
未
満
で
接
種
で

き
ま
す
が
、
平
生
町
で
は
小
学
６

年
生
で
接
種
す
る
よ
う
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

平
成
25
年
６
月
14
日
以
降
、
厚

生
労
働
省
に
よ
り
積
極
的
な
接
種

勧
奨
の
一
時
差
し
止
め
が
決
定
さ

れ
て
お
り
、
平
成
27
年
３
月
末
現

定
期
予
防
接
種
に
は

予
診
票
な
ど
が
必
要
で
す

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
に

は
、「
平
生
町
の
予
防
接
種
予
診

票
」
と
「
母
子
健
康
手
帳
」
の
提

示
が
必
要
で
す
。

　

医
療
機
関
に
は
予
診
票
を
設
置

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
持
ち
で

な
い
人
は
必
ず
接
種
前
に
接
種
歴

確
認
の
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
を

ご
持
参
の
う
え
、
町
保
健
セ
ン
タ

ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

在
、
差
し
控
え
が
継
続
さ
れ
て
い

る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
の

月
齢
、
年
齢
の
数
え
方

　

予
防
接
種
の
月
齢
、
年
齢
の
数

え
方
は
、
民
法
に
よ
り
「
誕
生
し

た
日
の
前
日
に
次
の
年
齢
に
達
し

て
い
る
こ
と
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
生
後
１
歳
に
至
る
ま

で
（
１
歳
未
満
）」
が
接
種
対
象

期
間
の
場
合
は
、
１
歳
の
誕
生
日

の
前
日
に
は
１
歳
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
が

接
種
で
き
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
予
防
接
種
を
効
果
的
に

受
け
る
た
め
に
は
、「
接
種
対
象

期
間
（
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
）」
よ
り
も

「
標
準
的
な
接
種
期
間
（
望
ま
し

い
接
種
期
間
）」
で
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
１

期
初
回（
２
回
）と
１
期
追
加（
１

回
）
を
生
後
６
月
か
ら
生
後
90
月

に
至
る
ま
で
に
接
種
。
２
期
を
９

歳
以
上
13
歳
未
満
で
１
回
接
種
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
初
回

か
ら
合
わ
せ
て
計
４
回
接
種
）。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
21

　定期予防接種についてご不明な点がありました
ら、母子健康手帳など、これまでの接種歴がわか
るものをご用意のうえ、主治医または町保健セン
ターにご相談ください。
■問合せ先   町保健センター  ☎（５６）７１４１

！



７月…20日㈪、27日㈪、31日（金／月末整理日）
８月…３日㈪、10日㈪

新着図書の紹介

休館日

平生図書館　☎（５６）２３１０
【開館時間】午前９時～午後５時15分

まったなし
畠中 恵 著

朝が来る
辻村 深月 著

菌・カビを知る・防ぐ60の知恵
日本防菌防黴学会 編

家族という病
下重 暁子 著

さんさんさんぽ
えがしら みちこ 作

あなたをずっとあいしてる
宮西 たつや 作・絵

はれるんのぼうさい教室
堀江 譲 絵・文

ライフタイムいきものたちの一生と数字
クリストファー・サイラス・ニール 絵

シェイクスピアストーリーズ
シェイクスピア 原作

ホームメイドアイスバー
荻田 尚子 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

『フランス人は
10着しか服を持たない』

 ジェニファー・Ｌ・スコット 著（大和書房）

話題の 本本

　上質な物を少しだけ持ち、大切に使
う。日常のなかにささやかな喜びを見
つける。フランスの貴族の家にホーム
ステイした著者が、興味
深いエピソードやユーモ
アをたっぷり織り交ぜな
がら、パリで学んだ上質
な生き方を紹介する。

図書館図書館
だよりだより

生
涯
学
習
推
進
だ
よ
り

本のリサイクルを計画しています。ご家庭で不要な本がありましたら、図書館にお持ち寄り
ください。ただし、古い事典はご遠慮ください。
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.235
　

熊
毛
南
高
校
は
、
今
年
度
で
創

立
１
１
７
年
を
迎
え
る
県
下
で
も

有
数
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
高
校

で
す
。
現
在
の
生
徒
数
は
、
９
学

級
の
３
０
９
名
で
す
。
小
規
模
校

で
す
が
、
そ
の
利
点
を
生
か
し
た

き
め
細
か
な
教
育
を
行
い
、
学
習

面
や
進
学
で
実
績
を
上
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
の
95
％
が
部
活
動
に

加
入
し
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す

の
で
、
と
て
も
活
気
の
あ
る
学
校

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
と
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

が
国
体
の
強
化
指
定
を
受
け
て
お

り
、
昨
年
も
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
を

は
じ
め
多
く
の
運
動
部
、
文
化
部

が
全
国
大
会
、
中
国
大
会
の
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
甲
子
園
出

場
を
か
け
た
昨
夏
の
県
予
選
大
会

で
は
、
野
球
部
が
初
め
て
決
勝
に

駒
を
進
め
ま
し
た
。
惜
し
く
も
甲

子
園
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
同
窓
生
や
地
域
の
皆
様
か
ら

多
大
な
声
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
近
い
将

来
、
甲
子
園
球
場
で
本
校
の
生
徒

た
ち
が
元
気
よ
く
プ
レ
ー
す
る
姿

を
お
見
せ
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
を
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
世
界
は
ま
す
ま
す
複

雑
に
な
り
、
国
内
外
の
課
題
も

山
積
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
が
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
「
確
か

な
学
力
」
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で

な
く
、
他
者
を
い
た
わ
る
優
し
い

気
持
ち
や
、
困
難
に
出
く
わ
し
て

も
く
じ
け
な
い
た
く
ま
し
い
気
持

ち
、
さ
ら
に
は
、
自
分
の
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
、
自
ら
の
道
を
切

り
拓
こ
う
と
挑
戦
す
る
気
持
ち
を

育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
熊
毛
南

高
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
個
別
の

学
習
指
導
、
教
育
相
談
、
進
路
相

談
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

応
じ
た
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

体
験
活
動
や
、
人
権
教
育
、
情
操

教
育
な
ど
の
学
校
行
事
と
関
連
づ

け
な
が
ら
、
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
生
徒
の
成
長
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
を
本
校
教
育
の
基
準

（
＝
「
熊
南
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」）
と

捉
え
、
次
代
を
担
う
豊
か
な
心
を

も
っ
た
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

県
立
熊
毛
南
高
等
学
校

　

☎
（
５
６
）
３
０
１
７

 「
熊
南
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の

　
　
　
　
　
　

確
立
を
め
ざ
し
て

山
口
県
立
熊
毛
南
高
等
学
校

平成27年７月号 広報ひらお



柳井警察署だより ■問合せ先　☎（２３）０１１０
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（平成27年「交通安全年間スローガン」）

不用品買い取り業者の訪問依頼について

【交通安全標語】 シートベルト　締めれば安全　家族は安心

広報ひらお平成27年７月号

試験区分 受験資格 第１次試験日

警察官A試験
（第２回）

◇昭和 57 年４月２日以降に生ま
れた人

◇４年制以上の大学を卒業または
平成 28 年３月 31 日までに卒
業見込みの人 ９月20日㈰

警察官B試験
◇昭和 57年４月２日から平成 10
年４月１日までに生まれた人

◇警察官A以外の学歴の人

警察事務職員
(高卒程度 )

◇平成６年４月２日から平成 10
年４月１日までに生まれた人

◇４年制以上の大学を卒業または
卒業見込みの人を除く

９月27日㈰

警察官・警察事務職員の募集

　このコーナーでは、原則として広報
発行月に満１歳を迎えられるお子様の
写真を掲載しています。誕生日の記念
に、お子様の笑顔で本紙を飾ってみま
せんか！
［ホームページ版には掲載していません。］

☆次号（８月号）掲載の応募期限
　７月22日㈬
☆応募方法
　町役場総務課または保健センターに
写真（データ可）をお持ちください。
また、パソコンや携帯（スマホ）から
のメールでの申込みも受け付けていま
す。その際は、写真を添付して、下記
アドレスまで送信してください。
soumu2@town.hirao.lg.jp
問町役場総務課　☎（５６）７１１１

募集募集わが家の
アイドル

わが家のわが家の
アイドルアイドル

今年のサマージャンボ宝くじは、
１等・前後賞合わせて７億円
【１等】５億円×23本
【前後賞各】１億円×46本

サマージャンボミニ7000万と同時発売
【１等】 7,000万円×110本
発売期間  ７月31日㈮まで

この宝くじの収益金は
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

発売総額690億円・
23ユニットの場合

発売総額330億円・
11ユニットの場合

発売総額690億円・
23ユニットの場合

　タンスに眠っている着物や洋服を処分したい。不用品
買い取りのチラシが入っていたので業者に自宅に来ても
らいたい。どのようなことに気をつければいいですか。

相 談

　売りたい着物と洋服の買い取り価格を、業者に査定や見
積もりをしてもらい、納得したうえで契約を申込み、契約
書の内容を十分確認してから品物を渡しましょう。

アド
バイス

　購入業者が自宅などを訪問し、物品を買い取る商法を
「訪問購入」といいます。まず、事前に売りたい物品の
価格をインターネットなどで調べておきましょう。また、

訪問時には、一人で応対せずに、家族や友人などに同席してもら
うと良いと思います。契約する際は、必ず契約書を交付してもらい、
記載内容を確認してください。
　売りたい物品以外の、貴金属などの買い取りの勧誘があった場
合は、特定商取引法の「不招請勧誘の禁止」行為となります。きっ
ぱり断りましょう。「訪問購入」によるトラブルは増加しています
ので、引き渡しの拒絶ができる８日間は、商品を手元に置いてお
くなどの注意が必要です。不安を感じた場合や困ったときには、
次の相談窓口までご連絡ください。
■山口県消費生活センター　☎０８３（９２４）０９９９
■消費者ホットライン　☎０５７０（０６４）３７０
■町役場経済課（消費生活相談窓口）　☎（５６）７１１７

ワンワン
ポイントポイント

●申込受付期間（共通）

７月10日㈮～８月28日㈮
　受験案内・受験申込書は、
柳井警察署または、お近く
の交番・駐在所で受け取る
ことができます。
　詳しくは、下記問合せ先
でご確認ください。

■問合せ先
【柳井警察署】
☎ (２３) ０１１０

【山口県人事委員会事務局ホームページ】
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/
cms/a33000/shiken/saiyo-joho.html
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月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（５月）資料：柳井地区広域消防組合 （５月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 1 0 2 274 管　内 22 143 0 28
平生町内 0 0 1 30 平生町内 2 18 0 2

まちの人口
５月31日現在
住民基本台帳記載人口
（　）：前月対比

世帯数 5,655 世帯（ － 1 ）
人　口 12,609 人 （ － 3 ）
うち男 5,957 人 （ － 3 ）

女 6,652 人 （ ± 0 ）

〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　われは海の子　 12：00　平生町の歌　 17：00　夕やけこやけ

平成27年７月号 広報ひらお

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談日 毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
◆相談員 人権擁護委員、行政相談委員
◆相談内容 人権に関わる悩みや困りごと、行政全般について
の苦情、相談並びに意見や要望などについて

次回は
 ８
　 17月

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　８月12日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　８月12日㈬ 10：00～10：30
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　８月12日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　８月28日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　８月18日㈫ 13：00～14：00

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【７月】 納期限 ７月31日金

固定資産税　　　　　　第２期
国民健康保険税　　　　第１期
介護保険料　　　　　　第１期
後期高齢者医療保険料　第１期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３

☎ ０８３６（５８）４４５５（24時間対応）

山口県精神科
救急情報センターこころの救急電話相談

精神病、うつ病など、こころの病気による混乱した言
動・ひきこもり・自殺願望など内容

☎＃８０００または☎０８３（９２１）２７５５（携帯電話可）

【受付時間（毎日）】
午後７時～翌午前８時小児救急電話相談

内容 15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

 平生町開催種目　 囲碁　 開催場所　 町体育館
 開催期間　 10月18日日 ～ 19日月

全国から代表選手約 200人が集い、
団体戦、個人戦を行います。

 囲碁競技
 ・指導対局（プロ棋士と対局ができます。）

 健康づくりコーナー
 ・健康相談コーナー　 ・栄養相談コーナー
 ・健康測定機器コーナー

■問合せ先
 ねんりんピックおいでませ！山口２０１５
 平生町実行委員会事務局（平生町役場健康福祉課内）
 ☎（５６）７１１５

休日や平日夜間の医療案内
■柳井地域休日夜間応急診療所
　所　在：柳井市中央１丁目５番３号
　連絡先：☎（２２）９００１（下記診療時間内）
　※応急的診療であり、専門的な診療は受けられない場合があります。

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日、盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）
※休日の夜間診療はありません

午前９時～ 12時
（午前11時 30分まで）
午後１時～５時
（午後４時30分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10時
（午後９時 30分まで）

場所：イズミゆめタウン柳井 ２階ベビー服売り場前
日時：７月18日㈯  午前10時～12時
内容：血圧・体重･体脂肪測定、健康相談、乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部まちの保健室
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

発
明
や
工
夫
へ
の
興
味
を
高
め
る
。

●
受
講
料　

無
料　

●
申
込
期
限　

７
月
31
日
金

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
□問
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　

総

務
課
社
会
連
携
係

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
５
２
４

交
通
安
全
土
曜
塾

●
日
時　

８
月
22
日
土　

午
前
9
時

〜
午
後
3
時

●
場
所　

県
交
通
安
全
学
習
館
（
県

総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

●
内
容　

ゴ
ー
カ
ー
ト
組
立
、
交
通

事
故
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
、
雨

天
時
の
危
険
走
行
状
態
体
験
、
ダ
ミ

ー
人
形
へ
の
衝
突
実
験
見
学

●
定
員　

40
人
（
2
人
×
20
組
）
※
ペ

ア
は
原
則
親
子
（
子
ど
も
は
小
学
生

か
ら
中
学
生
ま
で
）

●
申
込
期
限　

8
月
21
日
金

□問
県
交
通
安
全
学
習
館

☎
０
８
３
（
９
７
３
）
１
９
０
０

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
】
①
８
月
10

日
月
、
11
日
火 

②
８
月
17
日
月
、
18

日
火
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
） 【
実
技
】
①

８
月
12
日
水
〜
15
日
土
の
内
１
日 

②

８
月
19
日
水
〜
21
日
金
の
内
１
日

（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　

７
月
31
日
金

◇
低
圧
電
気
取
扱
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
】
８
月
22
日

土
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）

ん
で
い
る
家
族
（
４
回
以
上
出
席
で

き
る
人
）

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
初
回
の
み
）

●
申
込
期
限　

８
月
21
日
金

□申
□問
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
２
）
３
６
３
１

島
ス
ク
エ
ア 

次
世
代
育
成
講
座

◇
夏
休
み
特
別
セ
ミ
ナ
ー

　

〜
起
業
を
考
え
る
〜

●
日
時　

８
月
18
日
火
、
20
日
木 

午

前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
50
分
、
27

日
木 

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
１
時
30

分
（
※
希
望
者
は
、
８
月
23
日
日 

安

下
庄
海
の
市
、
９
月
13
日
日 

島
ス
ク

エ
ア
ふ
れ
あ
い
市
場
で
実
習
）

●
場
所　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

●
対
象
・
定
員　

高
校
生
、
高
専
生
、

大
学
生　

15
〜
20
人
（
グ
ル
ー
プ
可
）

※
帰
省
中
の
大
学
生
等
は
要
相
談
。

●
内
容　

自
ら
が
起
業
す
る
た
め
の

方
法
を
考
え
る
こ
と
で
、
資
源
の
活

用
や
地
域
活
性
化
に
目
を
向
け
、
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
な
げ
る
。

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

７
月
24
日
金

◇
夏
休
み
セ
ミ
ナ
ー　

親
子
発
明
工
作

教
室 

〜
す
も
う
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
〜

●
日
時　

８
月
25
日
火 
午
前
10
時
〜

12
時
（
午
前
の
部
）、
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
（
午
後
の
部
）

●
場
所　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
20
人
と
そ

の
保
護
者
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

●
内
容　

親
子
で
工
作
等
に
取
り
組

み
、
対
話
や
共
通
の
体
験
を
通
し
て
、

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

●
職
種　

消
防
吏
員

●
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

●
主
な
受
験
資
格　

①
平
成
４
年
４

月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
生

で
、
原
則
高
卒
（
見
込
含
）
以
上 

②

採
用
後
に
柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、

上
関
町
、
平
生
町
に
居
住
で
き
る
人

●
第
１
次
試
験
日　

９
月
20
日
日

●
申
込
受
付
期
間　

７
月
10
日
金
〜

８
月
７
日
金
（
期
間
内
消
印
有
効
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
□問
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合 

消
防

本
部
総
務
課

昼
間 

☎
（
２
３
）
７
７
７
２

夜
間
・
休
日 

☎
（
２
２
）
０
０
４
０

http://w
w
w
.yanai119.jp/

自
衛
官
募
集

●
募
集
種
目　

①
航
空
学
生
（
海
・
空
）  

②
一
般
曹
候
補
生 

③
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
） 

④
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

●
応
募
資
格　

①
18
歳
以
上
21
歳
未

満
で
高
卒
（
見
込
含
） 

②
③
④
18
歳

以
上
27
歳
未
満

●
受
付
期
間　

①
②
④
８
月
１
日
土

〜
９
月
８
日
火 

③
年
間
を
通
じ
て

□申
□問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳

井
地
域
事
務
所

☎
（
２
２
）
８
１
９
９

県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

●
募
集
定
員

　

園
芸
学
科
25
人
、
畜
産
学
科
15
人

●
申
込
受
付
期
間

【
推
薦
入
試
】
９
月
10
日
木
〜
24
日
木

【
一
般
入
試
】﹇
１
次
募
集
﹈
10
月
22

日
木
〜
11
月
12
日
木 
﹇
２
次
募
集
﹈

平
成
28
年
１
月
４
日
月
〜
28
日
木

（
合
格
状
況
に
よ
り
、
２
次
募
集
は
行

わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
□問
柳
井
農
林
事
務
所
農
業
部

☎
（
２
５
）
３
２
９
３

社
会
的
ひ
き
こ
も
り

家
族
教
室

●
日
時　

９
月
〜
平
成
28
年
３
月
の

毎
月
第
２
火
曜
日 

※
10
月
の
み
10
月

15
日
木
（
全
７
回
）　

午
後
１
時
30
分

〜
４
時

●
場
所　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
で
悩

広報ひらお平成27年７月号

□申：申込み先　　□問：問合せ先
【町ホームページ】http://www.town.hirao.lg.jp/

講
座
・
講
習

URL
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＜ 以下は広告欄です ＞

●受付期間
　７月13日月～８月７日金（期間内消印有効）
●試験日／内容
　【第１次試験】９月 20日日／基礎能力試験、事務能力

試験、作文試験、適性検査、専門試験
　【第２次試験】10月下旬（予定）／口述試験（面接）

●試験場所
　平生町役場

●申込方法
町役場総務課備え付けまたは町ホームページからダウ
ンロードした申込書に返信用封筒（長形３号、82円切
手貼付）を添え、持参または郵送で申し込んでください。
※連絡先（電話番号）を忘れずに記入してください。
※郵送の場合、封筒の表に「受験申込書在中」と朱書きし、
簡易書留で送付してください。

　詳細については、申込書とともに備え付けています受験案
内をご確認ください。

■申込み・問合せ先
　町役場総務課 庶務人事班　☎（５６）７１１１平生町職員を募集します

試験職種 職務の内容 採用予定人数 主な受験資格

土木・建築 土木・建築
業務 若干名

高等学校以上を卒業（見込含）し、昭和 56年４月２日から平成 10年４月
１日までに生まれた人で、次のいずれかの国家資格を有する人または、土
木もしくは建築の専門課程を修めた人
【国家資格】土木施工管理技士、建築施工管理技士、一級または二級建築士

保健師 保健師業務 若干名 昭和 56年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人
（平成 28年３月 31日までに当該免許を取得できる見込みの人を含む）

●
申
込
期
限　

８
月
７
日
金

□申
□問
（
一
社
）
山
口
県
労
働
基
準
協

会
下
松
支
部

☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

火
災
予
防
作
品
募
集

（
防
火
標
語
の
部
）

●
応
募
資
格　

柳
井
市
、
平
生
町
、

上
関
町
、
周
防
大
島
町
に
居
住
す
る

65
歳
以
上
の
人

●
課
題　

①
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
） 

②
放
火
火
災
防
止 

③
防
炎
エ
プ
ロ
ン
の
普
及 

④
そ
の
他

火
災
予
防
（
山
火
事
予
防
を
除
く
）

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
作
品
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間　

７
月
21
日
火
〜
10
月

30
日
金
（
消
印
有
効
）

●
そ
の
他　

作
品
は
自
作
未
発
表
で
、

一
人
２
点
ま
で

□申
□問
柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防

課
指
導
係
（
〒
742-

0031 

柳
井
市
南
町

五
丁
目
４
番
１
号
）

☎
（
２
３
）
７
７
７
４

18
歳
未
満
の
雇
用
に
つ
い
て

　

事
業
者
が
18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
し
、
仕
事
を
さ

せ
る
と
き
に
は
、
労
働
基
準
法
に
よ

り
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務
、

時
間
外
・
休
日
労
働
の
禁
止
な
ど
の

規
定
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
下
松
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
３
３
（
４
１
）
１
７
８
０

夏
休
み
こ
ど
も
50
円
バ
ス

　

防
長
交
通
で
は
、
春
休
み
に
続
い

て
夏
休
み
（
７
月
18
日
土
〜
８
月
31

日
月
）
期
間
中
、
全
区
間
１
乗
車
に

つ
き
50
円
で
路
線
バ
ス
に
乗
車
で
き

る
バ
ス
運
賃
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
路

線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

小
学
生
以
下
（
現
金
で
お

支
払
い
の
場
合
の
み
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
冬
休
み
も
実
施
予
定
で
す
。）

□問
防
長
交
通
㈱
平
生
営
業
所

☎
（
５
６
）
５
１
０
０

多
重
債
務
・
相
続
登
記
等

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

８
月
１
日
土 

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容　

多
重
債
務
問
題
や
相

続
問
題
で
お
困
り
の
人
に
、
手
続
き

の
説
明
や
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介

な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

□問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当
：
木
村

☎
０
８
３
４
（
３
４
）
５
６
７
０

お
知
ら
せ

相　
　

談

平成27年７月号 広報ひらお



※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
26
年
度
）の
も
の
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
花
い
っ
ぱ
い

し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
平
生
町

平
生
中
学
校
２
年 

金
井 

聖
佳

平
生
中
学
校
３
年 

芳
岡 

優
衣

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

健
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

平成27年７月号 広報ひらお 20
《７月16日～８月15日》

７　　月７　　月 ８　　月８　　月

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけ
つぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

16木

17金 もの忘れ相談［13:30 ／ふれあいまちづくりセンター（あいあむ）］
幼稚園、小・中学校終業式

18土
ラジオ体操会
 ［6:20 ／佐賀小学校］［6:30 ／勤労青少年ホーム］
 ［7:00 ／曽根公民館・大野公民館］
全国訪問おはなし隊［10:30 ／平生図書館］

19日

20月
海の日

21火 育児学級［10:00 ／保健センター］

22水

23木

24金 押し花を使って飾ろう！［9:00 ／曽根公民館］
離乳食学級［9:30 ／保健センター］

25土
こども陶芸教室［8:30 ／勤労青少年ホーム］
古文書輪読会［9:45 ／平生図書館］
体育館開放日［午前中］

26日 三世代ふれあいかかしづくり
 ［9:00 ／勤労青少年ホーム］

27月

28火
第 23回世界スカウトジャンボリー
 ［～ 8月8日／山口市阿知須・きらら浜（主会場）］
肺がん・結核検診［各地区］

29水 肺がん・結核検診［各地区］

30木
やまぐちジャンボリーフェスタ
 ［～ 8月6日（8月2日を除く）／山口きらら博記念公園］
肺がん・結核検診［各地区］

31金
世界スカウトジャンボリー
 地域プログラム［12:00 ／町武道館］
肺がん・結核検診［各地区］

1 土
ひらお十七夜まつり
 ［18:00 ／中央公民館駐車場（花火 20:30 ～）］
体育館開放日［午前中］

2 日

3 月 肺がん・結核検診［各地区］

4 火 きり絵教室［9:30 ／佐賀公民館］
育児学級［10:00 ／保健センター］

5 水

6 木 スケッチ会［9:00 ／佐賀公民館］
１歳６か月児健診［13:00 ／保健センター］

7 金

8 土 体育館開放日［午前中］

9 日 竹細工教室［9:00 ／大野公民館］

10月

11火

12水 親しみトーク〈町長と語る日〉［18:00 ／町役場町長室］
盆踊り大会［19:30 ／大野地区］

13木

14金
盆踊り大会
 ［19:00 ／尾国地区］
 ［19:30 ／竪ヶ浜、曽根、田名、佐合、やぶ地区］

15土 盆踊り大会［19:00 ／宇佐木地区］
体育館開放日［午前中］

８月１日土  ひらお十七夜まつり開催 イベント　時間：午後６時～９時　　　　　場所：中央公民館駐車場

花　　火　時間：午後８時30分～９時　　　　　打上数：1,500発
■問合せ先　ひらお十七夜まつり実行委員会（平生町商工会内）
　　　　　　☎（５６）２２４５
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